
研修番号 1９  

令和７年度 看護研究・活動報告会のご案内     

     
 

 

 

 

日 時：令和８年 2月 2６日（木）9：00～1２：30 

     （8：30 受付開始） 

場 所：川崎市ナーシングセンター研修室・ZOOM併用 

内 容：プログラムは裏面に記載 

講 評：川崎市立看護大学  

       糸井 裕子 先生   荒木田 美香子 先生 

対 象：看護研究・活動報告に関心のある方  

参加費：無料 

募集人数：会場 40名  ZOOM参加希望者全員 

企画・運営：川崎市看護協会 教育委員会 

申込方法：川崎市看護協会ホームページ または二次元コードから 

https://www.kawa-kango.jp/nurse/training 

参加方法を会場か ZOOMの希望を選んで、必要事項を 

入力してください。折り返し受付完了メールが返信されます。 

        ZOOM参加の方には 2月 2４日に ID/パスワードをお送りします。 

申込期間：令和 7年 1２月 26日（金）～令和 8年 2月 19日(木) 

問合せ先：地域・研修担当  佐藤・酒井 

〒211-0067 川崎市中原区今井上町 1-34 和田ビル 3階 

          公益社団法人川崎市看護協会  TeL  044-711-3995   

MAIL mail1@kawa-kango.jp 

 日頃の看護活動の課題を研究的に深めて得られた知見や、新たな取組の成果

の発表が９演題集まり、どれもたいへん興味深いテーマです。(裏面参照) 

市内の看護職の仲間と活動や学びを共有し、意見を交わし、あなたの明日か

らの実践や研究へのチャレンジに活かしてみませんか。 

 

川崎市内で働く看護職の仲間の研究や実践から学び、意見を交わし、あなたの

明日からの実践や研究へのチャレンジに活かしてみませんか。 

 

https://www.kawa-kango.jp/
mailto:mail1@kawa-kango.jp


      

                 プログラム（予定） 

8：30  受付開始 

9：00  開会・オリエンテーション 

9：05  会長挨拶 

      

第 1 群【研究発表】  9：10～11：05 （質疑・講評含む）         敬称略 

 演      題 発表者 

1 

サービス導入に拒否的だった患者の心理的変化 

―緊急手術でストーマを造設した独居高齢者の退院支援― 

 

川崎市立井田病院 

大賀 麻以 

2 終末期患者の苦痛に対する看護について振り返る 
川崎市立井田病院     

新谷 也実 

3 

食物経口負荷試験に対する小児病棟に勤務する看護師の心理的変化 

―アレルギー専門医と PAE による勉強会実施前後の実態調査― 

 

日本医科大学武蔵小杉病院 

三枝 正幸 

4 

当院の透析患者における足病変悪化の共通要因の分析 

―足病変の早期発見・重症化予防に向けて― 

 

川崎みどりの病院 

鈴木 なつの 

5 
当院透析室における透析看護度の現状 

―専門性、柔軟性のある業務分担を目指す― 

AOI 国際病院 

平島 香帆 

7 
認知症患者の BPSD の軽減に向けた看護実践を振り返って 川崎市立井田病院 

秋田 七海 

第 2群【活動報告】11：15～12：20 （質疑・講評含む） 

8 

まちかわ主催「減災ナースと学ぶ災害時カード机上研修 

～いのちを守る智恵を育てよう！～」 

 

新百合ヶ丘総合病院 

内山 敦子 

9 
A 氏の生活史から得た学び 川崎協同病院 

小杉 美紅 

10 

川崎市看護協会教育委員会の令和 5 年からの活動報告 川崎市看護協会教育委員会 

武井 ひろみ 

 

12：20 奨励賞授与 

12:：30 閉会 

 


